
った学校の割合（小学校）
3

93.8 93.8 93.8 93.8 93.8 -
％以上 93.8

- - - - - 0.0

05020000  「生きる力」を育てる学校教育の充実
暮
ら
し

学力テスト（ＮＲＴ）で全国標準を上回った学校の割合（中学校）
4

62 66 70 75 75 -
％ 58.3

- - - - - 0.0

05020000  「生きる力」を育てる学校教育の充実

幸
福

子どもが夢中になって取り組めることがあると感じる人の割合
5

75.1 75.1 75.1 75.1 75.1 -
％以上 75.1

- - - - - 0.0

05030000  学校給食による望ましい食習慣の実現
暮
ら
し

学校給食食材生産供給組合からの年間納入量
6

9,691 9,794 9,897 10,000 10,000 -
ｋｇ 9,588

- - - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：平成 31年 4月12日 1頁

後期基本計画 平成３１年度 政策方針書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  長嶺　敏彦

全ての世代が学びによる幸福感を育めるよう、生涯にわたって学びあい、学んだことを生かせるとともに、伝統文化・芸術

を次世代に継承し、ふるさとに愛着を持つことで、いきがいとやりがいのある充実した人生を送ることができるまちを目指

します。

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

暮
ら
し

子どもの教育について、学校、家庭、地域の連携があると感じている人の割合

1 58.4 58.4 58.4 58.4 58.4 -
％ 58.4

- - - - - 0.0

幸
福

趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合

2 18 20 22 25 25 -
％ 16.7

- - - - - 0.0

05010000  生き生きと学習できる教育基盤の充実
暮
ら
し

学校トイレの環境改善率
1

80 83 87 90.9 90.9 -
％ 76.6

- - - - - 0.0

05010000  生き生きと学習できる教育基盤の充実

幸
福

子どもが夢中になって取り組めることがあると感じる人の割合
2

75.1 75.1 75.1 75.1 75.1 -
％以上 75.1

- - - - - 0.0

05020000  「生きる力」を育てる学校教育の充実
暮
ら
し

学力テスト（ＮＲＴ）で全国標準を上回



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：平成 31年 4月12日 2頁

後期基本計画 平成３１年度 政策方針書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  長嶺　敏彦

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

05030000  学校給食による望ましい食習慣の実現

幸
福

家族が一緒に食事する回数（１週間）
7

11 12 13 14 14 -
回 10.64

- - - - - 0.0

05040000  生きがいが持てる学びの環境の構築
暮
ら
し

趣味の教室や講座に参加するなど、自ら学ぶ機会を持っている人の割合
8

27 28 29 0 0 -
％ 25.7

- - - - - 0.0

05040000  生きがいが持てる学びの環境の構築

幸
福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じる人の割合
9

39 43 46 50 50 -
％ 36.3

- - - - - 0.0

05050000  学びの環境の充実と文化芸術の継承
暮
ら
し

滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数
10

2,630 2,630 2,630 2,630 2,630 -
人以上 2,630

- - - - - 0.0

05050000  学びの環境の充実と文化芸術の継承

幸
福

趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合
11

18 20 22 25 25 -
％ 16.7

- - - - - 0.0



３

務用コンピュータにつ

．

いても整備

に努めます

政

。

・学習指導要領改訂

策

への適切な対応と知・

の

徳・体を総合的に兼ね

実

備えた「生きる力」を

現

育てる学校教育を推進

に

します。

・地産地消の

向

推進など安全安心で栄

け

養バランスのとれた学

て

校給食を提供するとと

の

もに、望ましい食習慣

取

の実現のため食の指

導

り

の充実を図り、食育の

組

推進に努めます。

・第

み

１次滝沢市生涯学習推

を

進計画後期基本計画「

決

学びプランたきざわ」

定

に基づき、市長部局と

す

教育委員会が連携強化

る

し、市

民が生きがいと

(

やりがいを持てる生涯

１

学習・スポーツ環境の

)

構築を推進します。

・

 

文化芸術関係団体や郷

政

土芸能保存団体の基盤

策

強化や活動の支援をし

の

、文化芸術の継承に努

達

めます。

(２) 基本

成

計画内の取り組みと方

（

針のうち、平成31年

実

度の重点課題
・老朽化

現

している鵜飼小学校校

）

舎の屋根外壁等の改修

に

並びに市内小中学校の

向

普通教室等に空調設備

け

を整備し、児童生徒の

た

学

習環境の改善を図り

基

ます。また、開校した

本

滝沢中央小学校の円滑

計

な学校運営を支援しま

画

す。

・学校教育におい

期

ては、確かな学力を育

間

む教育の推進、豊かな

内

人間性や社会性の育成

の

、健康・安全活動の支

取

援の充実を図り

ます。

り

・第1次滝沢市生涯学

組

習推進計画後期基本計

み

画「学びプランたきざ

と

わ」に基づく、生涯学

方

習推進施策の展開を進

針

めます。

・市民の健康

様

づくりへの意識啓発と

式

実践に資するため「チ

Ａ

ャレンジデー」を開催

最

するとともに、生涯ス

終

ポーツ・競技スポー

ツ

更

の推進を図ります。

(

新

３) 基本計画内方針

日

及び平成31年度重点

：

課題に基づく優先順位

平

の考え方
・学校施設等

成

の適切な維持管理と学

 

習環境の改善

・児童生

3

徒の学力向上と豊かな

1

人間性や社会性の育成

年

・「学びプランたきざ

 

わ」による生涯学習推

4

進施策の展開

・スポー

月

ツによる健康づくりと

1

競技スポーツの推進

2日 3頁

後期基本計画 平成３１年度 政策方針書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  長嶺　敏彦

学校、家庭、地域が連携・協働して子どもたちを育むことは、みんなで学び、共に育っていくまちづくりにつながるものと

考えます。指標である「子どもの教育について、学校、

政

家庭、地域の連携があ

 

ると感じている人の割

 

合」は、2014年の

 

前期

基準値31.7％

 

から2017年には5

策

8.4％となっており

:

、2022年目標値の

担

45.0％をすでに超

当

えています。この指標

部

がさらに伸びて

いくこ

長

とは、地域が人を育て

職

人が地域をつくる社会

・

の形成につながり、一

氏

人一人が人とのつなが

名

りや地域とのつながり

２

の中

で生きがいとやり

．

がいのある充実した人

政

生を送ることができる

策

ものと考えます。

・い

の

じめや不登校、発達障

実

がいなどの子どもたち

現

に関する課題が多様化

に

・複雑化しています。

向

・急速な情報化社会の

け

進展に伴い、情報活用

て

能力の育成と情報モラ

の

ル教育が必要となって

現

います。

・学校を取り

状

巻く環境が多様化・複

を

雑化し、学校に求めら

認

れる役割が拡大する中

識

、教職員の長時間勤務

す

の改善が課題となっ

て

る

います。

・各小中学校

(

に地域と連携・協働し

１

た学校運営を一層推進

)

するため、学校教育振

 

興協議会が設置されま

政

した。

・2018年の

策

「市健康づくり宣言」

目

に伴い、市民にその意

標

識啓発や実践をさらに

の

進める必要があります

進

。

・2019年のラグ

捗

ビーワールドカップ釜

状

石開催や2020年の

況

東京オリンピック・パ

分

ラリンピックに向け、

析

スポーツ振興はもとよ

(

り次代を担う青少年の

２

健全育成や郷土意識を

)

醸成する必要がありま

 

す。

・老朽化した学校

政

施設・体育施設等の改

策

修や適切な維持管理に

の

よる長寿命化と学習環

実

境の改善に努めます。

現

・新設開校した滝沢中

に

央小学校の円滑な学校

影

運営を支援するととも

響

に、少子化、児童生徒

す

の偏在化を踏まえ中長

る

期的な展望

のもとに学

社

校の適正規模の在り方

会

について検討します。

環

・学校ＩＣＴ化の促進

境

については、児童生徒

変

の教育用コンピュータ

化

更新のほか教職員の校



政    策 :

担当部長職・氏名

(４) 所管基本施策別事業費計画表
基    本    施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 基 本 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：平成 31年 4月12日 4頁

後期基本計画 平成３１年度 政策方針書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  長嶺　敏彦

平成31年度 平成32年度 平成33年度平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

05010000  生き生きと学習できる教育基盤の充実
1

421,326 2,058,894 △79.5 377,560 304,472 318,142 1,421,500

05020000  「生きる力」を育てる学校教育の充実
2

132,251 117,651 12.4 149,035 140,409 128,919 550,614

05030000  学校給食による望ましい食習慣の実現
3

416,352 420,529 △1.0 413,066 414,289 469,515 1,713,222

05040000  生きがいが持てる学びの環境の構築
4

236,193 224,181 5.4 366,342 228,177 229,744 1,060,456

05050000  学びの環境の充実と文化芸術の継承
5

50,915 51,404 △1.0 50,901 51,178 50,901 203,895


